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一　

は
じ
め
に

二　
『
養
老
律
』
の
所
伝

三　
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
の
伝
来

一　

は
じ
め
に

　

律
令
国
家
成
立
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
大
宝
・
養
老
律
令
』
や
、

『
日
本
書
紀
』
並
び
に
『
系
図
一
巻
』（
同
時
に
撰
進
さ
れ
た
の
で
慣

例
上
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
と
記
す
）
は
、
と
も
に
そ
の
成

立
の
動
機
が
、
大
陸
を
念
頭
に
お
い
た
国
家
意
識
の
拡
充
と
政
治
的

要
求
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
完
成
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
要
な
典
籍
は
、
そ
の
後
も
宮
中
や
執
政
官
、
あ
る
い
は
職
能
者
た

ち
に
よ
っ
て
伝
写
が
重
ね
ら
れ
、
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
て
、
次
第
に
伝
写
の
度
合
い
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、

世
の
中
の
争
い
ご
と
や
自
然
災
害
な
ど
が
わ
ざ
わ
い
し
、
紛
失
・
焼

失
し
た
り
し
て
消
滅
の
方
向
に
転
じ
、
つ
い
に
は
そ
の
所
在
が
分
か

ら
な
く
な
り
、
ま
た
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら

希
少
価
値
の
あ
る
古
典
籍
の
行
方
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
、

上　
　

野　
　

利　
　

三

室�
町
末
期
伝
存
の
『
養
老
律
』
及
び
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」

に
つ
い
て

―
―
日
本
古
代
法
制
小
考
（
一
）
―
―

研
究
ノ
ー
ト
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い
に
し
え
の
有
力
執
政
官
（
例
え
ば
徳
川
家
康
）
に
よ
っ
て
も
、
ま

た
古
典
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
た
ゆ
ま
ぬ
尽
力
が
重
ね
ら
れ
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
か
い
も
な
く
、
研

究
に
有
用
な
古
典
籍
は
い
ま
だ
発
見
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
こ

と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
判
断

は
、
あ
る
時
代
を
限
り
に
そ
れ
ら
は
散
失
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

推
論
を
述
べ
て
済
ま
す
し
か
な
い
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
養
老
律（（
（

』
と
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」

の
両
書
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
奈
良
時
代
に
撰
定
・
実
施
さ
れ
、

以
後
も
長
く
効
力
を
保
ち
続
け
、
国
家
運
営
の
基
盤
を
な
し
て
き
た

重
要
な
典
籍
で
あ
る
。
こ
の
両
書
は
、
と
も
に
室
町
末
期
の
唯
一
神

道
（
（
（

家
吉
田
兼
右（（
（

の
日
記
『
兼
右
卿
記（（
（

』
に
そ
の
関
係
史
料
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
ゆ
え
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
と
さ
ら
両
書

に
脈
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
も
に
伝
存
す
る
事
情
・
理
由
が

同
家
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
と
に
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
の
伝
存
に
よ
っ
て
分
か
っ

た
こ
と
は
、
江
戸
後
期
以
来
、
現
在
に
い
た
る
諸
学
者
が
苦
慮
し
て

本
書
の
性
格
や
構
成
、
散
失
時
期
、
散
失
理
由
な
ど
も
ろ
も
ろ
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
が
、
氷
解
す
る
に
い
た

る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
兼
右
卿
記
』
に
見
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
書
に
つ
い

て
、
現
在
知
り
う
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
多
少
の
知
見
を
述
べ
て
み
た

い
（
（
（

。（
1
）　
『
養
老
律
』
全
編
が
伝
存
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
掲
げ

る
史
料
だ
け
で
は
い
さ
さ
か
心
も
と
な
い
が
、
行
論
の
都
合
上
、

『
養
老
律
』
中
の
一
篇
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
推
測
し
、
そ
れ
を
指
し

て
伝
存
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
点
を
了
と
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

唯
一
神
道
は
京
都
吉
田
神
社
の
卜
部
（
吉
田
）
兼
倶
（
永
享
七

（
一
四
三
五
）
年
～
永
正
八
（
一
五
一
一
）
年
）
に
よ
り
大
成
さ
れ

た
神
道
。
卜
部
家
の
家
学
・
家
職
を
継
承
し
た
が
、
次
第
に
家
学
・

神
道
説
を
整
理
し
吉
田
神
道
の
基
礎
を
築
き
、
後
に
神
道
説
の
中

心
と
な
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
と
「
中
臣
祓
」
に
つ
い
て
研
鑽

を
重
ね
、
後
土
御
門
天
皇
に
進
講
、
公
家
た
ち
に
も
講
義
を
行
っ

た
。
兼
倶
の
代
に
吉
田
家
を
興
し
た
。
明
応
八
（
一
四
九
九
）
年
、

四
二
歳
で
死
去
し
た
子
の
兼
致
の
た
め
に
吉
田
山
に
「
神
龍
院
」

を
創
設
。
同
寺
院
は
そ
の
後
梵
舜
（
兼
右
の
子
）
な
ど
吉
田
家
の

人
間
が
継
承
し
た
。

（
3
）　

吉
田
兼
右
（
永
正
十
三
（
一
五
一
六
）
年
～
元
亀
四
（
一
五
七

三
）
年
）
は
、
少
納
言
・
非
参
議
正
三
位
清
原
宣
賢
の
次
男
。
神

祇
大
副
兼
右
兵
衛
督
従
二
位
に
昇
る
。
清
原
宣
賢
は
吉
田
兼
倶
の

三
男
で
清
原
宗
賢
の
養
子
と
な
る
。
宣
賢
は
大
徳
寺
で
出
家
、
剃

髪
し
て
環
翠
軒
宗
武
と
号
し
、
明
経
博
士
で
あ
っ
た
清
原
宗
賢
の

影
響
で
明
経
道
を
整
理
し
て
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』『
職
原
私
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抄
』
な
ど
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
強
い
影
響
を
受
け

た
兼
右
で
あ
る
が
、
彼
は
兼
致
の
子
兼
満
に
男
子
が
い
な
か
っ
た

た
め
養
子
と
な
り
十
歳
で
吉
田
家
を
継
ぐ
。
養
父
兼
満
が
大
永
五

（
一
五
二
五
）
年
に
突
然
出
奔
し
た
た
め
で
あ
る
。
兼
右
は
実
父
清

原
宣
賢
が
後
見
役
と
な
っ
て
唯
一
神
道
を
継
承
し
た
。
祖
父
兼
倶

以
来
の
神
道
説
を
全
国
の
神
社
・
神
職
に
説
き
、
神
道
裁
許
状
を

発
行
し
、
吉
田
家
の
家
門
拡
充
に
尽
力
し
た
。
ま
た
若
狭
国
武
田
、

周
防
国
大
内
、
越
前
国
朝
倉
の
各
武
将
に
招
か
れ
て
神
道
伝
授
を

行
う
。
彼
の
没
し
た
際
の
伝
記
的
史
料
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
編
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
の
十
三
に
、
約
二
五
〇
頁
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
兼
満
は
出
奔
の
際
に
吉
田
家
に
火

を
放
ち
、
兼
倶
以
来
の
『
日
本
書
紀
』
は
じ
め
多
く
の
家
本
が
紛

失
・
焼
失
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（『
二
水
記
』
大
永
五
年

三
月
十
九
日
条
）。

（
4
）　
『
兼
右
卿
記
』
は
、
判
明
す
る
限
り
、
天
文
元
（
一
五
三
二
）

年
十
月
九
日
に
始
ま
り
、
元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
三
月
に
至
る

日
記
。
自
筆
原
本
は
、
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
を
中
心
に
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
る
『
兼
右
卿
記
』
は
岸
本
真
実
・
澤
井
宏
次
読
解
『
兼
右
卿

記
』（
五
）（
天
理
図
書
館
編
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
五
四
号
・
二
〇
二

一
年
十
月
）
に
よ
る
。

　

な
お
『
兼
右
卿
記
』
は
そ
れ
以
前
の
『
兼
熙
卿
記
』『
兼
敦
卿

記
』『
兼
致
卿
記
』
と
と
も
に
吉
田
家
日
次
記
と
総
称
す
る
こ
と
も

あ
る
。
多
く
が
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に
、
ま
た
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
、
静
嘉
堂
文
庫
に
蔵
す
る
。

（
5
）　

表
題
に
室
町
末
期
と
い
う
時
代
区
分
を
用
い
た
が
、
具
体
的
に

は
『
兼
右
卿
記
』
の
天
文
二
、
三
（
一
五
三
三
、
三
四
）
年
ご
ろ

を
指
す
。
戦
国
中
期
に
重
な
る
。
こ
の
こ
ろ
の
天
皇
は
後
奈
良
天

皇
で
あ
り
、
室
町
幕
府
将
軍
は
足
利
義
晴
で
あ
る
。
時
代
状
況
は
、

天
文
元
年
に
山
科
本
願
寺
焼
き
打
ち
が
あ
っ
た
後
で
、
戦
乱
は
有

力
武
将
や
宗
教
勢
力
を
巻
き
込
み
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
様
相
を
露

呈
し
つ
つ
あ
っ
た
。

二　
『
養
老
律
』
の
所
伝

　
『
養
老
律
』
は
奈
良
時
代
と
そ
れ
以
降
の
現
行
刑
法
典
と
し
て
、

長
ら
く
律
令
裁
判
の
準
拠
法
と
な
り
、
社
会
の
秩
序
維
持
に
貢
献
し

て
き
た
。
平
安
か
ら
鎌
倉
・
室
町
期
に
わ
た
る
八
百
有
余
年
の
間
、

朝
廷
に
お
け
る
威
厳
あ
る
現
行
刑
法
と
し
て
、
存
続
し
て
い
た（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
室
町
期
後
半
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
の
さ
な
か
に
あ
っ

て
、
一
条
家
所
蔵
の
こ
の
書
は
、
以
下
の
次
第
に
よ
り
、
一
五
〇
〇

年
に
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
養
老
律
』
は
『
養
老
令
』

（
そ
れ
ぞ
れ
一
合
づ
つ
）
と
と
も
に
、
明
応
九
（
一
五
〇
〇
）
年
七

月
二
十
八
日
に
焼
失
し
た
。
そ
れ
ま
で
一
条
家
第
十
二
代
冬
兼
の
元
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に
伝
存
さ
れ
て
い
た（（
（

。

　

た
だ
し
そ
れ
は
、
一
条
家
伝
来
の
『
養
老
律
』（
及
び
『
養
老

令
』）
に
限
り
言
い
う
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
但
し
書
き
付
き
で

あ
る
点
を
強
調
し
て
お
い
た（（
（

。
ま
だ
他
家
か
ら
出
現
す
る
可
能
性
が

否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
律
の
逸
文
は
、
果
た
し
て
『
養

老
律
』
一
合
の
所
伝
を
示
す
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
す
ぐ
に
は
明
言

で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
も
俄
に
否
定
が
で
き
な
い
代
物
で
あ
る
。

　

天
文
三
（
一
五
三
三
）
年
八
月
九
日
の
『
兼
右
卿
記
』
に
、
闘
訟

律
の
一
条
が
引
載
さ
れ
て
い
る（（
（

。

闘
訟
律
云
、
詈
祖
父
母
父
母
、
徒
三
年
〈
徒
罪
ト
ハ
籠
舎
也
〉

　
（〈　
〉
内
は
細
字
二
行
割
書
き
。
記
主
の
註
で
あ
る
。）

　

こ
の
闘
訟
律
は
、
同
律
28
詈
祖
父
母
父
母
条
を
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
条
文
の
当
該
文
は
『
法
曹
至
要
抄
』（
坂
上
明

兼
・
平
安
朝
末
～
鎌
倉
初
期
）・『
金
玉
掌
中
抄
』（
中
原
章
任
・
鎌

倉
末
期
）
に
引
か
れ
て
い
る
。
仮
に
兼
右
が
こ
れ
ら
の
書
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
こ
か
ら
闘
訟
律
当
該
条
文
を
引
き
写
し
た
と

も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
場
合
は
『
法
曹
至
要
抄
』

に
云
う
、
と
か
『
金
玉
掌
中
抄
』
に
云
う
と
か
、
出
典
を
必
ず
明
記

し
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
に
は
、
そ
う
い
っ
た
典
拠
が
書
か
れ

て
い
な
い
。

　

あ
る
い
は
実
父
清
原
宣
賢
が
、
天
文
三
（
一
五
三
四
）
年
に
御
成

敗
式
目
の
注
釈
書
『
式
目
抄
』
を
著
し
た
な
か
に
こ
の
律
に
触
れ
て

い
る
の
で
、
兼
右
は
従
前
よ
り
実
父
か
ら
伝
え
聞
い
て
自
身
の
日
記

に
闘
訟
律
条
文
を
載
せ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

だ
が
そ
う
考
え
る
よ
り
も
、
う
が
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が

『
式
目
抄
』
を
著
す
材
料
に
し
た
『
養
老
律
令
』
を
清
原
宣
賢
は
有

し
て
い
た
と
い
う
方
が
真
実
に
近
い
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て

子
の
吉
田
兼
右
が
こ
れ
を
自
筆
で
書
写
し
持
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ

る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
宣
賢
の
『
式
目
抄
』
に
は
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た

闘
訟
律
28
詈
祖
父
母
父
母
条
以
外
に
も
、
闘
訟
律
で
は
1
闘
殴
人
条
、

3
闘
以
兵
刃
条
、
20
奴
婢
有
罪
主
請
官
司
条
、
25
妻
殴
夫
条
、
29
妻

妾
詈
夫
之
祖
父
母
父
母
条
、
36
家
人
奴
婢
詈
旧
主
条
、
37
戲
殺
傷
人

条
、
47
子
孫
違
犯
教
令
条
と
い
っ
た
八
カ
条
も
の
逸
文
相
応
条
文
が

援
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
ま
た
闘
訟
律
ば
か
り
で
な
く
、
名
例
律
46
相
隠
条
、
衛
禁

律
1
闌
入
大
社
門
条
、
戸
婚
律
6
子
孫
別
籍
異
財
条
、
詐
偽
律
6
詐

為
詔
書
条
、
7
対
詔
詐
不
以
実
条
、
8
詐
為
官
文
書
条
、
9
詐
仮
与
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人
官
条
、
13
詐
為
官
私
文
書
及
増
減
条
、
雑
律
22
姦
条
、
23
姦
父
祖

妻
条
、
27
和
姦
無
婦
女
罪
名
条
、
断
獄
律
16
断
罪
引
律
令
格
式
条
、

21
聞
知
有
恩
赦
故
犯
条
、
28
立
春
以
後
秋
分
以
前
不
決
死
刑
条
、

等
々
、
名
例
、
衛
禁
、
戸
婚
、
詐
偽
、
雑
、
断
獄
、
に
及
ぶ
逸
文
を

含
む
諸
律
七
篇
目
が
『
式
目
抄
』
に
は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。

　
『
式
目
抄
』
の
著
者
清
原
宣
賢
の
手
元
に
、『
養
老
律
』
本
体
そ
の

も
の
が
伝
存
し
て
い
た
と
考
え
る
ほ
か
な
か
ろ
う
と
私
は
思
う
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
『
式
目
抄
』
に
は
、

始
法
講
書
者
古
記
云
、
大
宝
元
年
辛
丑
四
月
七
日
庚
戌
新
令
始

テ
説
也
、
親
王
ノ
所
ニ
ハ
守
部
ノ
連
大
隅
、
諸
王
諸
臣
ノ
所
ニ

ハ
下
毛
野
ノ
朝
臣
古
麿
、
百
宮
之
所
道
君
首
名
、
云
々
、
新
令

私
記
云
、
維
天
平
宝
字
元
年
歳
次
丁
酉
九
月
十
六
日
平
城
ノ
禁

中
新
令
始
テ
講
ス
、
博
士
正
六
位
ノ
明
法
博
士
山
田
史
白
金
伝

説
云
々
、

と
見
え
て
お
り
、
こ
の
記
事
中
、
天
平
宝
字
元
年
九
月
十
六
日
の
宮

中
で
実
施
さ
れ
た
養
老
令
講
説
は
法
文
の
意
味
を
官
人
た
ち
に
説
い

た
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
古
記
は
大
宝
令
の
注
釈
書
で
あ
る
。
右
一

文
は
清
原
家
に
伝
来
し
た
旧
記
で
あ
る
。
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
旧

記
が
天
文
三
年
編
の
『
式
目
抄
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

養
老
律
令
伝
来
を
述
べ
て
き
た
先
の
点
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

宣
賢
の
実
子
吉
田
兼
右
は
そ
の
書
の
伝
写
本
を
架
蔵
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
吉
田
神
道
家
当
主
で
あ
る
兼
右
が
、
希
少
か
つ
有
用
な

法
律
関
係
図
書
を
進
ん
で
書
写
し
て
い
た
と
い
う
伝
が
、
子
の
梵
舜

の
『
舜
旧
記
』
元
和
八
年
正
月
十
日
条
に
載
る
祭
文
に
記
さ
れ
て
い

る
ゆ
え
で
あ
る（（
（

。

謹
奉
拝
、（
中
略
）、
当
家
従
二
位
卜
部
兼
右
公
、
五
十
代
為
曩

祖
、
故
兼
満
卿
為
養
父
、
一
家
相
続
之
家
督
継
十
一
歳
経
神
道

之
管
領
長
上
、
行
事
等
不
残
相
伝
、
数
度
之
執
行
、
神
力
神
通
、

神
変
奇
瑞
、
不
可
勝
計
、
殊
神
代
之
神
書
・
明
経
・
明
徳
（
法

カ
）
書
籍
、
悉
御
自
筆
、
明
鏡
歴
然
也
、

　

文
中
に
「
明
経
・
明
徳
（
法
カ
）
書
籍
、
悉
御
自
筆
」（
明
徳
は

明
法
の
誤
写
）
と
見
え
る
。
兼
右
が
実
父
清
原
宣
賢
の
影
響
で
明
経

道
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た（（
（

。
こ
れ
と
並
ん
で
、
明
法

の
書
を
兼
右
が
自
ら
書
写
し
て
い
た
と
い
う
記
事
は
重
視
す
べ
き
で

あ
る
。
清
原
家
は
遠
く
平
安
朝
以
来
律
令
学
を
世
襲
し
て
き
た
家
柄

で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
明
法
の
書
の
う
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ち
も
っ
と
も
重
要
で
あ
り
、
根
本
法
典
で
あ
る
『
養
老
律
令
』
を
兼

右
が
書
写
し
所
持
し
て
い
た
こ
と
も
推
測
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か（（
（

。

　

日
記
に
は
、
こ
れ
の
次
の
条
に
、

貞
永
式
目
云
、
吐
悪
口
、
則
可
被
付
論
一
所
於
敵
一
人
、

と
並
ん
で
記
し
て
い
る
。『
貞
永
式
目
』（『
御
成
敗
式
目
』）
は
武
家

社
会
の
刑
法
典
で
、
本
来
の
条
文
は
そ
の
第
十
二
条
に
、

一　

悪
口
咎
事

　

右
闘
殺
之
基
起
自
悪
口
、
其
重
者
被
処
流
罪
、
其
軽
者
可
被

召
籠
也
、
問
註
之
時
吐
悪
口
、
則
可
被
付
論
所
於
敵
人
也
、
又

論
所
事
無
其
理
者
、
可
被
没
収
他
所
領
、
若
無
所
帯
者
、
可
被

処
流
罪
也
、

�

（
傍
線
部
は
筆
者
）

　
（
一　

悪
口
の
咎
の
事　

右
闘
殺
の
基
、
悪
口
よ
り
起
る
。

そ
の
重
き
は
流
罪
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
軽
き
は
召
籠
め
（
め
し

こ
め
。
拘
禁
刑
）
ら
る
べ
き
な
り
。
問
註
（
裁
判
官
が
訴
論
人

を
訊
問
し
て
そ
の
趣
旨
を
記
す
意
）
の
時
、
悪
口
を
吐
か
ば
、

す
な
わ
ち
論
所
を
敵
人
に
付
け
ら
る
べ
き
な
り
。
ま
た
論
所
の

事
そ
の
理
な
く
ば
（
悪
口
を
吐
い
た
側
に
論
所
に
対
す
る
正
当

な
権
限
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
）
他
の
所
領
を
没
収
せ
ら
る
べ

し
。
も
し
所
帯
な
く
ば
流
罪
に
処
せ
ら
る
べ
き
な
り
。）

�

（（　
）
内
は
筆
者
）

と
あ
る（（
（

。
吉
田
兼
右
は
、
上
記
引
用
の
『
貞
永
式
目
』
第
十
二
条
の

下
線
部
か
ら
必
要
語
句
を
引
載
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
事
案
は
あ
る
者
が
実
父
の
悪
口
を
言
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る

事
件
に
つ
い
て
、
朝
廷
の
刑
律
及
び
幕
府
法
を
準
拠
法
と
し
て
掲
示

し
た
の
で
あ
る
。
公
家
と
武
家
の
双
方
に
分
か
り
や
す
く
律
や
式
目

に
よ
っ
て
法
文
と
解
釈
を
併
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
件

の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
記
『
養
老
律
』
の
引
用
文
の
な
か
で
、
吉
田
兼
右

の
説
明
文
と
見
ら
れ
る
細
字
二
行
割
書
き
の
「
徒
罪
ト
ハ
籠
舎
也
」

と
あ
る
も
の
だ
が
、「
籠
舎
」（
ろ
う
し
ゃ
）
は
牢
屋
（
あ
る
い
は
牢

屋
に
入
れ
る
こ
と
）
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
籠
舎
は
徒
罪
と
同
じ
で

は
な
い
の
で
、
本
来
な
ら
ば
細
注
で
説
明
し
た
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
籠
舎
は
罪
人
を
拘
禁
す
る
た
め
の
獄
舎
ま
た
は
獄
舎
に
入
れ

る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
徒
罪
は
律
令
法
の
五
刑
の
な
か
の
三

番
目
に
重
い
刑
罰
で
あ
っ
て
、
受
刑
者
を
拘
禁
し
、
か
つ
強
制
的
に

労
役
に
服
さ
せ
る
、
い
わ
ば
今
日
の
懲
役
刑
に
当
た
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
期
間
は
一
年
か
ら
三
年
ま
で
の
、
半
年
単
位
ご
と
に
五
段
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階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
懲
役
に
は
、
男
子
受
刑
者

に
は
京
の
造
営
・
清
掃
な
ど
の
労
働
が
、
女
性
受
刑
者
に
は
裁
縫
・

精
米
と
い
っ
た
業
務
が
あ
て
が
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
籠
舎

と
い
う
も
の
な
ら
ば
、
刑
務
作
業
の
な
い
禁
固
、
拘
留
に
該
当
す
る

が
、
徒
罪
は
刑
務
作
業
が
と
も
な
う
。
室
町
末
期
に
は
律
条
の
刑
罰

内
容
の
解
釈
が
社
会
の
実
状
に
合
わ
せ
て
変
化
し
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
誤
っ
た
註
を
付
し
た
裏
に
は
、
幕
府
法
と
の

整
合
性
に
腐
心
す
る
記
主
の
胸
の
内
が
伺
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

こ
の
時
の
裁
判
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
の
か
、
今
細
か
な
追
究
は
行
わ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
こ

の
史
料
は
律
令
制
度
下
の
刑
罰
で
あ
る
『
養
老
律
』
が
、
室
町
末
期

当
時
も
な
お
現
行
刑
法
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
推
知
す
る
に

足
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
養
老
律
』
そ
の
も
の
が
残
存
し

て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
闘
訟
律
は
『
養
老
律
』
を
構
成
す
る
な
か
の
一
篇
で
あ
る
。

　

戦
国
時
代
が
明
け
て
、
徳
川
家
康
に
よ
り
太
平
の
世
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
、
家
康
は
江
戸
幕
府
の
法
令
を
整
備
す
る
た
め
に
、
京
の
公

家
や
諸
国
の
古
寺
社
か
ら
戦
国
時
代
と
そ
れ
以
前
に
散
失
し
た
古
代

法
典
を
捜
し
求
め
、
差
し
出
す
こ
と
を
命
じ
た（（
（

。
ま
た
そ
の
後
、
尾

張
の
徳
川
義
直
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
な
ど
も
探
索
に
尽
力
し
た
。

こ
れ
ら
の
時
代
に
捜
し
求
め
ら
れ
た
『
養
老
律
』
は
、
既
述
の
と
お

り
、
職
制
・
賊
盗
の
二
篇
と
、
名
例
・
衛
禁
・
闘
訟
の
三
篇
の
一
部

で
あ
っ
た（（1
（

。
こ
の
時
見
つ
か
っ
た
闘
訟
律
の
条
文
は
わ
ず
か
三
条
で

あ
り
、
そ
の
な
か
に
本
稿
主
題
の
闘
訟
律
詈
祖
父
母
父
母
条
は
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
し
て
、
前
掲
の
『
兼
右
卿
記
』
天
文
三
年
八

月
八
日
の
記
事
に
見
ら
れ
る
闘
訟
律
は
、
い
ま
だ
残
存
す
る
『
養
老

律
』
を
参
照
し
て
当
該
条
文
を
掲
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方

に
傾
く
の
で
あ
る
。
こ
の
律
が
既
に
散
失
し
て
江
戸
時
代
を
迎
え
た

な
ら
ば
、
闘
訟
律
の
当
該
条
文
は
『
唐
律
疏
議
』
を
通
じ
て
し
か
条

文
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
儒
教
・
仏
教
を
排
斥
す
る
唯

一
神
道
の
家
で
は
、
そ
れ
ら
外
国
思
想
文
化
の
書
の
保
持
は
考
慮
さ

れ
な
か
っ
た
。

（
1
）　

徳
川
家
康
の
天
下
統
一
の
後
の
慶
長
二
十
（
一
六
一
五
）
年
に

制
定
さ
れ
た
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
十
二
条
目
に
は
、

　
　

罪
之
軽
重
、
可
被
相
守
名
例
律
、

と
あ
る
か
ら
、
江
戸
幕
府
が
朝
廷
に
お
け
る
犯
罪
に
養
老
律
の
法

規
を
適
用
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
ご
と
く
見
え
る
の
だ
が
、
名

例
律
は
犯
罪
行
為
を
定
め
た
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
名
例
律
後
半

は
失
わ
れ
て
い
る
。
肝
心
の
適
用
す
べ
き
刑
罰
は
名
例
律
以
下
の

衛
禁
・
職
制
・
戸
婚
・
廐
庫
・
擅
興
・
賊
盗
・
闘
訟
・
詐
偽
・
雑
・

捕
亡
・
断
獄
の
各
律
に
存
在
す
る
の
で
、
衛
禁
の
後
半
、
職
制
、
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闘
訟
三
条
の
み
が
伝
存
し
た
だ
け
で
は
、
現
実
問
題
、
こ
れ
は
準

拠
法
と
し
て
成
立
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
江
戸
時
代
に

公
家
が
養
老
律
で
裁
か
れ
た
例
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
2
）　

拙
論
「
養
老
律
の
所
伝
・
忘
失
時
期
、
及
び
律
諸
条
の
復
元
」

（『
皇
学
館
論
叢
』
第
五
十
四
巻
第
一
号
・
二
〇
二
二
年
四
月
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。
そ
れ
以
前
の
『
養
老
律
』
の
所
伝
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
前
近
代
日
本
の
法
と
政
治
―
邪
馬
台
国
及
び
律
令
制
の
研

究
―
』（
北
樹
出
版
・
二
〇
〇
二
年
）
の
「
第
五
章　

律
条
文
復
旧

史
研
究
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）　
『
養
老
律
令
』
の
う
ち
、『
養
老
令
』
の
ほ
う
は
、
本
体
は
失
わ

れ
た
が
、『
令
義
解
』
や
『
令
集
解
』
と
い
っ
た
令
の
注
解
書
が
書

写
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
令
の
編
目
・
条
文
の
多
く
が
現
在
ま
で

残
存
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
養
老
律
』
は
、
そ
の
注

解
書
た
る
『
律
集
解
』
が
い
つ
し
か
途
絶
え
て
し
ま
い
、
ま
た

『
律
』
本
体
の
伝
写
本
も
一
部
を
残
し
て
散
逸
の
憂
き
目
に
遭
う
こ

と
に
な
る
。
な
お
、『
律
集
解
』
に
つ
い
て
、
源
師
房
が
そ
の
一
部

を
後
三
条
天
皇
に
献
上
し
て
い
る
こ
と
を
『
土
右
記
』
延
久
元

（
一
〇
六
九
）
年
六
月
五
日
条
か
ら
見
出
さ
れ
る
故
、
こ
の
頃
、
該

書
の
写
本
は
比
較
的
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
田
島
公
「
明

治
大
学
図
書
館
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
除
秘
鈔
』
の
基
礎
的
研
究
」

田
島
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
八
輯
・
思
文
閣
出
版
・
二

〇
二
二
年
所
収
）。

（
4
）　

岸
本
真
実
・
澤
井
宏
次
読
解
・
前
掲
『
兼
右
卿
記
』。

（
5
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
三
・

東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
六
九
年
・
七
三
頁
。
な
お
『
舜
旧
記
』

の
記
主
梵
舜
（
天
文
二
十
二
（
一
五
五
三
）
年
～
寛
永
九
（
一
六

三
二
）
年
。
龍
玄
、
神
龍
院
梵
舜
と
称
す
）
は
吉
田
兼
右
の
子
で
、

吉
田
兼
見
（
天
文
四
（
一
五
三
五
）
年
～
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）

年
。
従
二
位
神
祇
大
副
兼
左
兵
衛
督
）
の
弟
。『
舜
旧
記
』
は
半
世

紀
に
わ
た
る
日
記
で
あ
る
。
な
お
、
鎌
田
純
一
・
藤
本
元
啓
校
訂
・

梵
舜
『
舜
旧
記
』
第
六
・
続
群
書
類
従
完
成
会
・
一
九
九
八
年
、

は
筆
者
未
入
手
。

（
6
）　

前
節
注
（
3
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）　

吉
田
兼
右
の
実
父
清
原
宣
賢
が
著
し
た
『
式
目
抄
』
に
つ
い
て
、

上
横
手
雅
敬
は
「『
式
目
』
の
法
理
を
律
令
格
式
、
公
家
法
、
明
法

家
の
説
、
中
国
法
な
ど
に
よ
っ
て
解
釈
し
追
加
法
を
も
多
く
引
用

し
て
い
る
。
本
書
は
清
原
家
の
家
説
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
注

釈
の
詳
密
、
体
裁
の
整
備
な
ど
、
中
世
の
『
式
目
』
注
釈
書
中
で

も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。」
と
の
賛
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
文
中
、

律
令
格
式
、
明
法
家
の
説
な
ど
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
ら
写
本
を
清

原
家
は
架
蔵
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
想
像
を
抱
か
せ
る
。

上
横
手
「
式
目
抄
」
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』

第
六
巻
・
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
五
年
・
七
一
〇
頁
。

（
8
）　

石
井
進
ほ
か
校
注
『
日
本
思
想
大
系
二
一　

中
世
政
治
社
会
思

想
』
上
、
所
収
の
「
幕
府
法　

御
成
敗
式
目
」・
一
九
七
二
年
・
岩

波
書
店
・
一
四
頁
以
下
。
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（
9
）　

利
光
三
津
夫
「
江
戸
期
に
お
け
る
律
令
学
」（『
律
令
制
の
研

究
』
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
・
一
九
八
一
年
。
元
稿
は
、
滝

川
政
次
郎
・
利
光
三
津
夫
・
小
林
宏
「
律
令
研
究
史
」
の
な
か
の

利
光
三
津
夫
執
筆
部
分
「
江
戸
時
代
」『
法
制
史
研
究
』
一
五
・
一

九
六
三
年
、
所
収
）。
た
だ
し
、
徳
川
家
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
氏

族
な
ど
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
10
）　

律
令
研
究
会
『
譯
註
日
本
律
令
二　

律
本
文
篇
上
巻
』
東
京
堂

出
版
・
一
九
七
五
年
、
序
文
（
滝
川
政
次
郎
執
筆
）
を
参
照
の
こ

と
。
ち
な
み
に
、
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に
は
、「
律　

賊
盗
律
、

名
例
律　

写
本
一
冊　

宝
暦
六
・
五　

卜
部
兼
雄
筆
」
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。

三　
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
の
伝
来

　
『
日
本
書
紀
』（
三
十
巻
）
は
、
日
本
初
の
公
的
な
歴
史
書
で
あ
り
、

古
代
史
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
基
本
的
文
献
で
あ
る
。
こ
の
書
が
長

い
編
纂
過
程
を
経
て（（
（

、
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
五
月
二
十
一
日
に
撰

上
さ
れ
た
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
同
条
に
、

先
是
、
一
品
舎
人
親
王
奉
勅
。
修
日
本
紀
。
至
是
功
成
奏
上
。

紀
三
十
巻
。
系
図
一
巻
。

　
（
こ
れ
よ
り
先
、
一
品
舎
人
親
王
勅
を
奉
じ
て
日
本
紀
を
修

し
、
こ
こ
に
至
り
て
奏
上
す
。
紀
三
十
巻
。
系
図
一
巻
）

と
あ
っ
て
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
併
せ
て
「
系
図
一
巻
」
が

撰
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
研
究
者
は
こ
れ
を
『
日
本
書

紀
』「
系
図
一
巻
」
と
称
し
て
い
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
今
日
、
ほ
ぼ
全
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
系

図
一
巻
」
は
、
そ
の
後
『
日
本
書
紀
』
と
離
れ
て
し
ま
い
、
現
在
に

所
伝
が
な
く
、
欠
け
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
系
図
一
巻
」
の
検
討
は
、
江
戸
後
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
熱

心
に
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

本
節
で
は
、
こ
の
書
の
構
成
や
性
格
、
書
写
が
続
け
ら
れ
て
い
る

様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
発
見
さ
れ
た
史
料
に
よ
り
述
べ
る
も
の
で
あ

る
。

［
イ
］　

研
究
略
史

　
「
系
図
一
巻
」
に
関
し
て
は
、
約
二
百
年
の
研
究
の
歴
史
が
あ
る
。

こ
こ
で
新
史
料
が
見
出
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
研
究

者
の
英
知
と
苦
闘
の
歴
史
を
軽
く
見
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
史

料
は
偶
然
目
に
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
系
図
一
巻
」
の
構
成
や
性
格
、
散
失
時
期
・
理
由
な
ど
に
つ
い
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て
総
括
的
に
ま
と
め
た
の
は
荊
木
美
行
氏
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
近
の

こ
と
に
属
す（（
（

。

　

江
戸
後
期
に
伴
信
友（（
（

や
平
田
篤
胤（（
（

が
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
後
、

昭
和
期
戦
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
岩
橋
小
弥
太（（
（

・
薗
田
香
融（（
（

・
坂
本

太
郎（（
（

と
い
っ
た
碩
学
が
有
用
な
論
議
を
し
だ
し
た
。
い
く
つ
か
の
史

料
が
見
出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
示
さ
れ
た
。
坂
本
氏
が
一
区

切
り
を
つ
け
ら
れ
た
後
、
荊
木
氏
は
二
十
数
年
の
間
に
い
く
つ
も
の

論
考
を
重
ね
研
究
を
進
展
さ
せ
た（（
（

。
そ
の
間
、
内
田
正
俊
氏
や
野
木

邦
夫
氏
が
新
し
い
見
解
を
提
供
し
た（（
（

。
最
近
、
河
内
春
人
氏
は
こ
れ

ま
で
の
研
究
を
細
か
く
検
討
し
、
総
合
的
に
論
述
し
て
い
る（（1
（

。

　

さ
て
、『
続
日
本
紀
』
掲
載
の
「
系
図
一
巻
」
と
は
天
皇
系
図
で

あ
ろ
う
と
最
初
に
推
測
し
た
の
は
、
伴
信
友
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
な
い
当
時
、
一
つ
の
識
見
を
示
し
た
。

こ
の
推
測
は
根
拠
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
に
坂
本
太
郎
が
支

持
し
、
そ
の
後
の
研
究
者
た
ち
の
指
標
と
な
っ
た
。

　

次
い
で
、
同
期
の
国
学
者
平
田
篤
胤
は
、「
系
図
一
巻
」
は
『
釈

日
本
紀
』
巻
四
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
帝
皇
系
図
が
そ
れ
で
は
な
い
か
、

と
の
考
え
を
提
示
し
た（（1
（

。
坂
本
は
こ
の
平
田
説
は
成
立
困
難
と
述
べ

て
い
る（（1
（

。

　

伴
信
友
や
平
田
篤
胤
は
、
と
も
に
本
居
宣
長
の
没
後
の
門
人
を
称

し
『
日
本
書
紀
』
を
『
古
事
記
』
よ
り
軽
ん
じ
た
が
、
書
紀
に
も
造

詣
が
深
く
こ
れ
に
関
す
る
著
作
も
あ
っ
た
。
彼
ら
が
「
系
図
一
巻
」

の
系
図
を
天
皇
系
図
と
か
帝
皇
系
図
と
見
做
す
見
解
を
表
明
し
た
こ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
る
に
せ
よ
、
後
学
に
強
い
影
響
を
与

え
た
。

　

昭
和
・
戦
後
に
い
た
り
、
岩
橋
小
弥
太
は
『
弘
仁
私
記
』
序
に
引

く
次
の
記
事
に
、

清
足
姫
天
皇
負
戻
之
時
。
親
王
及
安
麻
呂
等
。
更
撰
此
日
本
書

紀
三
十
巻
并
帝
王
系
図
一
巻
。〈
今
見
在
図
書
寮
及
民
間
〉

�

（〈　
〉
内
は
細
字
二
行
割
書
き
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
系
図
一
巻
」
は
「
皇
室
の
み
の
系
図
」
で
あ

る
と
言
い
、
ま
た
そ
の
伝
本
に
つ
い
て
新
た
な
説
を
展
開
し
た（（1
（

。
末

尾
の
割
書
き
の
意
味
に
つ
い
て
、
彼
は
、「
系
図
一
巻
」
が
当
時
民

間
に
流
布
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
細
註
（
割
書
き
）
は
ま
っ

た
く
必
要
が
な
い
の
で
、
こ
れ
は
か
え
っ
て
民
間
に
流
布
し
て
い
な

い
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
『
弘
仁
私
記
』
序
と
い
う
書
は
偽
撰
の
疑
い

が
濃
く
、
そ
れ
も
同
序
の
で
き
あ
が
っ
た
の
が
弘
仁
以
後
延
喜
以
前

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
系
図
一
巻
」
が
所
在
不
明
の
お
り
に
、
こ

の
よ
う
な
細
註
が
付
さ
れ
た
の
は
、
当
時
す
で
に
流
布
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
独
特
の
論
で
あ
る
。
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岩
橋
は
『
弘
仁
私
記
』
序
が
書
か
れ
た
弘
仁
十
年
ご
ろ
に
は
「
系
図

一
巻
」
は
す
で
に
散
失
し
て
い
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
か
ら
、
先
の

論
理
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
薗
田
香
融
も
岩
橋
に
近
い
考
え

を
示
し（（1
（

、
や
は
り
「
系
図
一
巻
」
の
散
失
を
そ
の
こ
ろ
と
見
做
し
た
。

　

坂
本
太
郎
は
岩
橋
説
を
批
判
し
て
、『
弘
仁
私
記
』
序
を
疑
わ
し

い
書
と
は
見
做
し
て
お
ら
ず
、「
系
図
一
巻
」
を
「
帝
王
系
図
一
巻
」

と
し
て
い
る
点
は
評
価
し
て
い
る（（1
（

。

　

荊
木
氏
は
最
近
の
研
究
に
お
い
て
、
岩
橋
・
薗
田
説
を
批
判
的
に

検
討
し
、『
弘
仁
私
記
』
序
は
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
か
ら
丁
寧
に

説
き
起
こ
し
て
お
り
、
上
記
の
分
註
（
細
字
二
行
割
書
き
）
に
『
日

本
書
紀
』
三
十
巻
と
「
帝
王
系
図
一
巻
の
所
在
を
示
す
説
明
が
あ
っ

て
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（（1
（

。
な
お
同
氏
は

「
系
図
一
巻
」
を
『
日
本
書
紀
』
に
付
随
し
た
も
の
で
は
な
く
、
別

物
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い（（1
（

。

　

私
も
『
弘
仁
私
記
』
序
に
見
え
る
細
註
を
「
系
図
一
巻
」
の
所
在

を
究
明
す
る
貴
重
な
史
料
と
判
断
す
る
。
同
書
の
序
が
、
現
在
進
行

形
で
宮
廷
の
図
書
寮
と
民
間
に
伝
本
が
あ
る
と
、
具
体
的
に
言
い

切
っ
て
い
る
点
を
重
く
見
た
い
。

　

さ
ら
に
、
河
内
春
人
氏
は
「
系
図
一
巻
」
を
竪
系
図
と
見
做
す
べ

き
で
あ
り
、
天
皇
の
即
位
順
に
歴
代
天
皇
の
名
前
を
列
記
し
た
も
の

と
結
論
づ
け
た
。
そ
し
て
各
天
皇
の
宮
号
、
子
女
、
氏
族
毎
の
皇
別

始
祖
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
傍
書
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る（（1
（

。
荊
木
氏

が
「
系
図
一
巻
」
を
単
な
る
系
譜
的
記
載
だ
け
で
は
な
く
、
帝
記
の

内
容
を
略
述
し
た
記
述
を
含
ん
で
い
る
と
論
じ
た
点
を
評
価
し
て
い

る
。

　

前
記
し
た
『
続
日
本
紀
』
所
載
の
「
系
図
一
巻
」
は
、
皇
室
系
図

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
ま
で
の
、
い
つ
の
時
代
か
に
散
失
し

て
し
ま
い
、
今
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
の
が
従
来
の
『
日
本
書
紀
』

研
究
者
の
一
致
し
た
見
解
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
）　

坂
本
太
郎
は
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
は
天
武
十
（
六
八
一
）
年

に
開
始
さ
れ
完
成
ま
で
三
十
九
年
の
時
を
要
し
た
と
述
べ
る
（『
六

国
史
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
〇
年
・
五
四
頁
以
下
）。
和
銅
七

（
七
一
四
）
年
を
起
点
と
す
る
説
は
平
田
俊
春
『
日
本
古
典
の
成
立

の
研
究
』、
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』、
岩
橋
小
弥
太

『
上
代
史
籍
の
研
究
』
な
ど
。
近
年
は
前
者
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

（
2
）　

荊
木
美
行
氏
の
「
系
図
一
巻
」
に
つ
い
て
の
論
考
は
多
い
。
こ

こ
で
は
氏
の
最
終
的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
「『
日
本
書
紀
』「
系
図

一
巻
」
再
論
」（『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
」
と
改

題
し
て
『
記
紀
皇
統
譜
の
基
礎
的
研
究
』
汲
古
書
院
・
二
〇
一
一

年
に
収
む
）
が
氏
の
最
終
的
な
仕
上
げ
を
示
し
て
い
る
が
、
他
に
、

同
氏
の
論
文
に
は
「
古
代
天
皇
系
図
の
世
界
」（
同
氏
編
著
『
古
代

天
皇
系
図
』
付
録
・
燃
焼
社
・
一
九
九
三
年
）、
同
「『
日
本
書
紀
』
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に
お
け
る
皇
統
譜
の
缺
落
に
つ
い
て
」『
皇
学
館
論
叢
』
二
七
―

二
・
一
九
九
三
年
、
同
「『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
の
散
逸
に

つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
五
五
七
・
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
三
年
、

後
に
改
稿
し
て
『
古
代
史
研
究
と
古
典
籍
』
皇
学
館
大
学
出
版
部
・

一
九
九
五
年
所
収
、
同
「『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
の
謎
」『
歴

史
読
本
』
四
三
―
九
（
通
巻
六
九
七
号
）・
一
九
九
七
年
、
同

「〝
日
本
書
紀
〟
と
は
な
に
か
―
『
続
日
本
紀
』
の
撰
上
記
事
の
再

検
討
―
」『
古
典
と
歴
史
』
10
・
燃
焼
社
、
二
〇
一
九
年
。
な
お
同

氏
の
前
掲
「『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
再
論
」
は
同
氏
著
『
記

紀
と
古
代
史
料
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
・
二
〇
〇
八
年
に
収
む
。

（
3
）　

伴
信
友
（
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
～
弘
化
三
（
一
八
四
六
）

年
）
は
、
若
狭
国
小
浜
藩
生
ま
れ
。
本
居
宣
長
の
没
後
の
門
人
。

宣
長
の
養
子
本
居
大
平
に
国
学
を
学
ぶ
。
平
田
篤
胤
か
ら
君
兄
と

慕
わ
れ
る
が
後
に
決
別
。
門
人
は
取
っ
て
い
な
い
。「
日
本
書
紀

考
」
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

（
4
）　

平
田
篤
胤
（
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
～
天
保
十
四
（
一
八
四

三
）
年
）
は
出
羽
国
久
保
田
藩
生
ま
れ
。
本
居
宣
長
没
後
の
門
人

で
、
宣
長
の
長
男
春
庭
に
入
門
も
後
に
本
居
派
門
人
と
疎
遠
に
な

る
。
国
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
神
道
家
、
蘭
学
医
で
も
あ
っ
た
。

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
全
国
の
神
官
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ

吉
田
神
道
家
に
接
近
。
同
六
年
関
西
旅
行
の
途
次
本
居
本
家
を
訪

問
し
、
宣
長
の
墓
を
参
り
、
春
庭
と
会
談
し
わ
だ
か
ま
り
を
解
消

す
る
。
門
人
は
五
五
三
名
、
死
後
の
門
人
を
入
れ
る
と
四
二
〇
〇

名
を
数
え
る
。
そ
の
著
「
古
史
成
文
」
は
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』『
古
語
拾
遺
』『
風
土
記
』
な
ど
古
典
中
の
神
話
を
取
捨
選
択

し
主
観
的
に
再
構
成
し
た
も
の
。
公
表
し
た
も
の
は
神
代
～
神
武

天
皇
誕
生
ま
で
の
三
巻
。
他
に
「
古
史
徴
」
が
あ
る
。

（
5
）　

岩
橋
小
弥
太
「
日
本
書
紀
」『
上
代
史
籍
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
・
一
九
四
八
年
。
同
書
増
補
二
版
は
一
九
七
三
年
。

（
6
）　

薗
田
香
融
「
日
本
書
紀
の
系
図
に
つ
い
て
」
末
永
先
生
古
稀
記

念
会
編
『
末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
』
末
永
先
生
古
稀
記

念
会
・
一
九
六
七
年
所
収
、
薗
田
香
融
「
消
え
た
系
図
一
巻
」
上

田
正
昭
ほ
か
編
『「
古
事
記
」
と
「
日
本
書
紀
」
の
謎
』
学
生
社
・

一
九
九
二
年
所
収
。

（
7
）　

坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
」
坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編
『
国
史
大

系
書
目
解
題
』
上
・
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
一
年
所
収
。
同
・
前

掲
『
六
国
史
』、
後
に
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
三
巻
・
吉
川
弘
文

館
・
一
九
八
九
年
所
収
。

（
8
）　

註（
2
）所
掲
の
ほ
か
に
、
ご
く
最
近
の
研
究
と
し
て
、
荊
木

『
日
本
書
紀
の
成
立
と
史
料
性
』
燃
焼
社
・
二
〇
二
二
年
九
月
、
が

あ
る
。

（
9
）　

内
田
正
俊
「『
日
本
書
紀
』
系
図
一
巻
と
皇
親
名
籍
」
横
田
健

一
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
二
〇
・
塙
書
房
・
一
九
九
〇
年
所
収
、

同
「
日
本
書
紀
系
図
一
巻
と
皇
親
名
籍
―
再
考
―
」『
日
本
書
紀
研

究
』
三
三
・
二
〇
二
〇
年
。
野
木
邦
夫
「『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣

集
』」『
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
報　

史
料
』
一
四
七
・
一
九
九
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七
年
所
収
。

（
10
）　

河
内
春
人
「
日
本
書
紀
系
図
一
巻
と
歴
史
意
識
」
河
内
春
人
ほ

か
編
『
日
本
書
紀
の
誕
生
―
編
纂
と
受
容
の
歴
史
―
』
八
木
書
店
・

二
〇
一
八
年
所
収
。

（
11
）　

平
田
『
古
史
徴
開
題
記
』。

（
12
）　

坂
本
・
前
掲
『
六
国
史
』
一
二
一
頁
以
下
。

（
13
）　

岩
橋
・
注（
5
）。

（
14
）　

薗
田
・
注（
6
）。

（
15
）　

坂
本
・
前
掲
書
。

（
16
）　

荊
木
・
前
掲
「『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
」。

（
17
）　

荊
木
・
前
掲
「〝
日
本
書
紀
〟
と
は
な
に
か
」。

（
18
）　

河
内
・
注（
10
）。

［
ロ
］　

新
出
の
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」

　

京
都
の
吉
田
神
道
家
は
、
吉
田
兼
右
よ
り
以
前
か
ら
代
々
、『
日

本
書
紀
』
の
家
と
い
わ
れ
る
家
格
が
あ
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
を
皇

室
に
進
講
し
、
ま
た
摂
政
関
白
家
に
講
釈
す
る
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

当
然
『
日
本
書
紀
』
の
古
写
本
を
所
有
し
、
ま
た
継
続
し
て
写
本
が

作
成
さ
れ
て
、
焼
失
・
紛
失
に
備
え
る
と
と
も
に
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

写
本
す
る
こ
と
で
内
容
を
熟
知
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

吉
田
兼
右
の
日
記
『
兼
右
卿
記
』
天
文
二
年
七
月
一
日
条
に
は
、

次
読
日
本
紀
〈
一
・
二
段
〉
読
了
一
揖
、
退
下
、
此
間
連
々
日

本
紀
系
図
青
蓮
院
宮
御
所
望
之
由
被

仰
下
之
間
、
今
日
書
写
之
、
令
進
上
畢
、

系
図
（
二
字
抹
消
符
）
折
紙

日
本
紀
系
図
早
々
書
写
仕
候
て
、
可
進
上
候
処
、
此
間
勧
楽
仕
、

散
々
式
候
条
、
遅
々
仕
候
、
背
本
意
存
候
、
只
今
令
進
上
候
、

此
本
以
家
秘
本
不
残
一
字
写
進
入
候
、
努
々
雖
為
寸
隙
、
不
可

有
（
三
字
抹
消
符
）
被
隙
外
見
候
様
、
御
披
露
所
仰
候
、
事
等

以
参
上
可
申
入
候
也
、

　
　
　

朔
日�

兼
右　
　

　
　
　

善
龍
御
坊

「
月
朔
（
カ
）
御
慶

　
　

珍
重
々
々

日
本
紀
御
系
図

早
速
被
遊
進
之
条
、

一
段
御
祝
着
至
候
、
先

為
被
得
其
意
、
可
申
入

由
候
、
特
以
御
家
秘
本

被
校
写
之
条
、
御
累
代
之

可
為
重
宝
之
由
候
、
猶
々
御
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出
京
之
次
、
可
被
仰
謝
候
、
近
々

御
参
奉
待
候
、
委
雖
申
入
候
、

御
礼
者
等
祗
候
之
間
、
不
能
巨

細
候
、
恐
惶
敬
白

　
　

□
□　
　

善
龍　

拝

謹
上　
　

尊
報

　
　
　
　
　

進
覧
」（
折
紙
、
貼
継
）

�

（
傍
線
部
は
筆
者
）

と
あ
る（（
（

。
こ
の
文
の
初
め
に
「
日
本
紀
系
図
青
蓮
院
宮
御
所
望
之

由
」「
今
日
書
写
之
、
令
進
上
畢
」
と
あ
る
。
吉
田
家
所
蔵
の
「
日

本
紀
系
図
」
が
青
蓮
院
宮（（
（

の
所
望
に
よ
り
書
写
さ
れ
進
上
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
か
ね
て
か
ら
青
蓮
院
宮
よ
り
吉
田

兼
右
に
対
し
て
系
図
の
書
写
本
の
要
望
が
あ
っ
て
、
七
月
一
日
に
吉

田
家
を
訪
れ
た
青
蓮
院
の
善
龍
坊
が
日
本
紀
系
図
の
書
き
写
し
本
を

受
け
取
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

次
い
で
兼
右
と
青
蓮
院
善
龍
坊
と
の
間
に
書
面
の
や
り
取
り
が
行

わ
れ
て
お
り
、
記
主
兼
右
は
双
方
を
正
確
に
写
し
取
っ
て
い
る
。

　

兼
右
か
ら
青
蓮
院
の
善
龍
坊
に
宛
て
ら
れ
た
「
折
紙
」
に
は
、

「
日
本
紀
系
図
早
々
書
写
」「
此
本
以
家
秘
本
不
残
一
字
写
進
入
候
」

と
い
う
文
が
見
ら
れ
る
。
青
蓮
院
宮
の
所
望
に
よ
り
早
々
に
書
写
せ

ら
れ
た
こ
の
日
本
紀
系
図
は
、
当
家
累
代
の
秘
本
で
あ
り
、
一
字
一

句
残
ら
ず
書
写
し
進
上
致
す
、
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
ん
ご

と
な
き
宮
の
要
請
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
協
力
す
る
姿
勢
を
貫
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
善
龍
坊
は
、「
日
本
紀
御
系
図
」
を
さ
っ
そ
く
進

ぜ
ら
れ
祝
着
で
あ
る
。
特
に
御
家
の
累
代
の
秘
本
を
も
っ
て
校
写
せ

ら
れ
た
こ
と
、
重
宝
に
す
べ
し
。
宮
も
近
々
お
礼
を
申
し
上
げ
る
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
受
取
書
に
認
め
て
い
る
。

　

日
本
紀
系
図
の
書
写
本
が
青
蓮
院
宮
に
譲
り
渡
さ
れ
た
こ
と
が
い

つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
誰
と
の
あ
い
だ
で
確
か
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
文

書
に
し
て
残
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
時
点
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
上
掲
し
た
日
記
に
記

す
日
本
紀
系
図
が
、
こ
れ
ま
で
諸
学
者
に
よ
っ
て
議
論
が
重
ね
ら
れ

て
き
た
奈
良
時
代
養
老
四
年
撰
定
の
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」

で
あ
る
事
実
で
あ
る
。

　

天
文
二
年
七
月
一
日
時
点
に
お
い
て
、
本
系
図
は
健
在
で
あ
っ
た
。

　

し
か
も
日
記
に
は
、
吉
田
家
累
代
の
秘
本
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』

「
系
図
一
巻
」
を
一
字
残
ら
ず
書
写
し
て
青
蓮
院
と
い
う
由
緒
あ
る

寺
院
（
あ
る
い
は
宮
の
手
元
）
に
収
め
ら
れ
た
、
と
い
う
経
緯
が
具

体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
前
述
べ
た
、『
弘
仁
私
記
』
序
に
、「
系
図
一
巻
」
は
図
書
寮
の
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ほ
か
「
民
間
」
に
も
あ
る
と
い
う
記
述
の
一
端
は
、
吉
田
（
卜
部
）

家
の
ご
と
き
古
代
か
ら
祭
祀
貴
族
と
し
て
卜
占
に
よ
る
吉
凶
判
断
を

主
な
仕
事
と
し
た
、
神
祇
官
に
仕
え
た
神
社
の
官
僚
も
該
当
し
た
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
、
そ
れ
か
ら
数
日
経
っ
た
七
月
六
日
、
再
び
青
蓮
院
の
使
者

（
恐
ら
く
善
龍
坊
）
が
吉
田
家
を
訪
れ
た
。

　

そ
の
日
の
『
兼
右
卿
記
』
の
記
事
に
は
、

自
其
の
向　

青
蓮
院
宮
、
被
仰
云
、
先
度
者
神
代
系
図
重
宝
也
、

而
ニ
外
題
を
仕
候
へ
と
被
仰
候
、

再
往
再
篇
雖
斟
酌
仕
候
、
堅
依
仰
仕
候
へ
畢
、
其
表
書
、

　

神
代
上
下
巻
御
系
図

�

（
傍
線
部
は
筆
者
）

と
あ
る
。
つ
ま
り
青
蓮
院
宮
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
先
般
書
写
の
神

代
系
図
は
重
宝
な
も
の
で
あ
る
が
外
題
を
書
い
て
欲
し
い
、
表
書
き

に
は
「
神
代
上
下
巻
御
系
図
」
と
書
い
て
頂
く
よ
う
に
、
と
。

　

こ
の
記
述
に
よ
り
、
書
写
さ
れ
た
系
図
が
「
神
代
系
図
」
で
あ
り
、

外
題
に
『
神
代
上
下
巻
御
系
図
』
と
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
書
き
加
え
は
も
ち
ろ
ん
青
蓮
院
宮
の
要
望
で
あ
る
の
で
、

古
代
以
来
の
外
題
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
系
図
の
内
容

が
神
代
系
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
化
す
る
や
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

を
読
む
限
り
、『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
は
「
神
代
系
図
」
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
本
来
の
外
題
で
は
な
い
点
、
疑
義
が
残
る
。
青
蓮
院
か
ら

の
一
方
的
な
要
望
で
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
神
代
上
下
巻

の
系
図
だ
け
で
一
巻
を
構
成
す
る
に
は
、
量
的
に
少
な
す
ぎ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
想
像
す
る
に
青
蓮
院
側
は
系
図
一
巻
を
冒
頭
だ
け

を
見
開
い
て
神
代
系
図
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
現
物
を
見
な
い
限
り
こ
れ
以
上
の
推
測
は
で
き
な

い
が
、
次
節
で
改
め
て
考
察
す
る
。

　

な
お
、
青
蓮
院
宮
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
日
本
紀
系
図
の
書
写
本
を
吉

田
家
に
要
請
し
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
私
は
、
そ
れ
は
少
な
く

と
も
前
年
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
『
兼
右
卿
記
』
天
文
元
年
十
二
月
二
十
七
日
条
に
は
、

神
光
院
入
来
、
今
日
書
状
云
日
本
紀
事
、
連
々
青
蓮
院
宮
書
写

御
参
被
仰
之
由
、
書
写
、
今
日
進
之
候
、
雪
中
…
日
本
紀
尤

早
々
可
写
進
上
之
処
、
…
…

と
見
え
て
い
る（（
（

。
神
光
院（（
（

が
持
参
し
た
そ
の
日
の
書
状
に
よ
る
と
、

日
本
紀
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
青
蓮
院
宮
は
引
き
続
き
書
写
を
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進
め
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
兼
右
と
し
て
は
早
々
に
書
写
し
進
上

の
つ
も
り
、
と
記
し
て
い
る
。
系
図
の
書
写
は
こ
の
頃
始
め
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
青
蓮
院
宮
が
系
図
の
書
写
の
催
促
を
直
接
で
は
な
く
、

懇
意
の
神
光
院
を
通
じ
て
婉
曲
に
依
頼
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う（（
（

。
こ

こ
に
は
日
本
紀
と
の
み
あ
る
が
、
日
本
紀
系
図
で
あ
る
こ
と
は
了
然

と
し
て
い
る
が
、
日
本
紀
系
図
が
吉
田
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
秘
密
で
あ
っ
た
た
め
か
、
青
蓮
院
宮
か
ら
神
光
院
へ
の
書
状
に
は

日
本
紀
と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ

る
い
は
神
光
院
は
そ
れ
を
日
本
紀
系
図
と
知
っ
た
う
え
で
の
や
り
取

り
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
日
本
紀
系
図
の

存
在
は
、
周
辺
に
は
あ
る
て
い
ど
既
知
の
事
柄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
1
）　

前
掲
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
五
一
・
二
〇
一
九
年
十
月
。

（
2
）　

こ
の
当
時
の
青
蓮
院
宮
は
、
尊
鎮
法
親
王
（
永
正
元
（
一
五
〇

四
）
年
～
天
文
一
九
（
一
五
五
〇
）
年
）
で
あ
る
。
永
正
九
年
に

青
蓮
院
に
入
り
、
翌
十
年
親
王
と
な
り
出
家
し
た
。
天
文
二
年
当

時
親
王
は
三
十
歳
手
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
親
王
は
後
柏
原
天
皇
の

第
五
皇
子
。
書
道
に
長
け
、
お
家
流
の
一
派
尊
鎮
流
を
創
始
す
る

（「
万
宝
全
書
」）。
東
山
知
恩
院
と
百
万
遍
知
恩
院
と
の
間
の
本
末

争
い
に
拘
わ
り
門
跡
を
離
れ
る
が
後
に
帰
住
、
天
台
座
主
（
第
一

六
三
世
）
と
な
る
。
法
名
は
尊
猷
。
な
お
青
蓮
院
は
京
都
市
東
山

区
粟
田
口
に
あ
る
天
台
宗
の
寺
院
。
同
院
は
梶
井
（
現
・
三
千
院
）、

妙
法
院
と
と
も
に
天
台
宗
の
三
門
跡
寺
院
で
あ
り
、
一
二
二
〇
年

ま
で
に
梶
井
門
跡
と
並
ぶ
門
跡
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。

（
3
）　

前
掲
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
五
〇
・
二
〇
一
八
年
十
月
。

（
4
）　

神
光
院
は
京
都
市
北
区
西
賀
茂
神
光
院
町
一
二
〇
に
あ
る
真
言

宗
系
の
単
立
寺
院
。
山
号
を
放
光
山
と
い
う
。
本
尊
は
弘
法
大
師

像
。
東
寺
、
仁
和
寺
と
並
ぶ
京
都
三
大
弘
法
で
知
ら
れ
る
。
健
保

五
（
一
二
一
七
）
年
、
開
基
は
慶
円
。

（
5
）　

こ
れ
よ
り
や
や
溯
っ
て
、
十
二
月
十
日
の
『
兼
右
卿
記
』
に
は
、

神
光
院
が
吉
田
家
に
き
て
、
雑
談
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
（『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
五
〇
・
二
〇
一
八
年
）。

雑
談
云
、
…
…
神
龍
院
殿
之
時
、
先
人
達
無
不
害
、
日
本
書

紀
ハ
、
神
語
之
由
被
講
談
被
、
雖
然
無
神
語
事
有
之
、
其
者

誰
人
之
作
哉
、
二
位
殿
以
来
、
御
不
審
也
、
其
御
心
得
之
由

候
、
一
同
紀
ニ
一
書
々
々
ト
ア
リ
、
其
一
書
ト
ハ
何
神
語
哉
、

是
又
不
審
之
由
被
申
之
、

�

（
神
龍
院
は
兼
右
の
子
梵
舜
を
い
う
）

　

神
光
院
が
日
本
書
紀
に
大
い
に
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
ま
た
『
兼
右
卿
記
』
天
文
元
年
十
二
月
二
十
二
日
条

に
は
、
治
部
少
輔
な
る
者
が
や
は
り
日
本
書
紀
の
記
事
に
興
味
を

示
し
、「
日
本
紀
曲
玉
事
問
之
、
神
代
以
来
曲
事
…
…
」
と
の
会
話

を
し
て
い
る
。
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［
ハ
］　
『
日
本
書
紀
』
と
「
系
図
一
巻
」

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、『
兼
右
卿
記
』
当
該
箇
所
に
よ
っ
て
分
か

る
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
が
天
地
開
闢
か
ら
始
ま
る
、

初
代
神
武
天
皇
以
前
の
神
代
紀
の
系
譜
を
図
式
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る

神
代
系
図
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
、
日
記
の
記
述
を
額
面
通
り
受
け

と
め
れ
ば
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
一
巻
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
天
皇
系
図
に
は
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
一
考
す
べ
き
は
、
こ
の
「
系
図
一
巻
」
が
『
日

本
書
紀
』
と
同
時
的
に
、
並
行
し
て
撰
上
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、「
系
図
一
巻
」
の
内
容
が
『
日
本
書
紀
』
に
対
応

し
て
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
こ
と
の
方
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
系
図
を
実
見
し
た
と
お
ぼ
し
き
『
弘
仁
私

記
』
序
の
著
者
な
ど
は
、
こ
れ
を
「
帝
王
系
図
」
と
表
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
「
系
図
」
を
神
代
系
図
と
呼
ぶ
こ
と
を
難

し
く
し
て
い
る
。
し
か
も
、
前
述
し
た
と
お
り
、
神
代
だ
け
の
系
図

で
は
分
量
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
思
う
。
と
こ
ろ

で
、
右
に
反
し
て
、
こ
の
系
図
が
青
蓮
院
の
依
頼
し
た
神
代
系
図
だ

と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
で
あ
れ
ば
、
こ
の
系
図
の
内
容
は
『
日
本
書
紀
』
冒
頭
の
神
代
巻

上
下
二
篇
の
記
述
と
ふ
か
く
関
係
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
生
み
神
話
に
係
わ
る
人
物
か
ら
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
、
素
戔

鳴
尊
、
天
照
大
神
等
々
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
神
々
と
さ
れ
る

諸
人
物
を
竪
系
図
で
繫
い
だ
も
の
、
と
見
な
す
こ
と
に
な
る
。

　
確
か
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
上
下
を
読
め
ば
理
解
さ
れ
よ
う
が
、

そ
れ
は
繁
雑
で
、
読
む
者
に
は
登
場
す
る
各
人
の
関
係
性
が
な
か
な

か
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
不
便
さ
が
あ
る
。
そ
の
点
、『
日
本
書
紀
』

三
巻
以
降
は
編
年
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
敢
え
て
竪
系
図
の
形

式
で
あ
ら
た
め
て
図
式
化
す
る
の
は
、
本
体
と
重
複
が
多
く
あ
っ
て

無
駄
な
巻
数
を
重
ね
る
の
観
が
避
け
ら
れ
ま
い
。「
系
図
一
巻
」
は

神
代
の
系
図
で
あ
っ
て
、
神
武
天
皇
以
下
の
皇
室
に
は
及
ん
で
い
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
諸
学
者
が
「
系
図
一

巻
」
は
天
皇
系
図
あ
る
い
は
皇
室
系
図
、
帝
王
系
図
で
あ
る
と
推
測

し
て
き
た
点
は
修
正
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

　「
系
図
一
巻
」
の
内
容
は
、
吉
田
兼
右
の
日
記
『
兼
右
卿
記
』
に

「
神
代
系
図
」
と
あ
る
通
り
だ
と
す
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
な
か
で

も
特
異
な
性
質
を
も
つ
神
代
紀
に
依
拠
す
る
。『
日
本
書
紀
』
は
編

年
体
と
い
う
年
月
日
を
立
て
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

神
代
紀
は
年
紀
が
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
神
々
ご
と
に
代
を

分
け
て
記
述
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
巻
三
神
武
天
皇
以
降

は
歴
史
的
な
経
過
を
た
ど
っ
て
話
が
進
む
。
人
代
の
歴
史
と
は
対
照

的
に
、
神
代
紀
は
神
話
的
な
物
語
が
お
も
む
く
ま
ま
に
語
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
神
々
相
互
の
関
係
性
が
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
確
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か
で
あ
る
。

　

天
地
開
闢
の
最
初
か
ら
始
ま
り
神
世
七
代
の
出
生
を
述
べ
、
七
代

の
最
後
に
現
れ
た
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
は
お
の
こ
ろ
島
に
く
だ
り

結
婚
し
大
八
洲
の
島
々
を
生
む
。
そ
の
後
天
照
大
神
を
生
む
。
次
い

で
月
神
月
読
尊
、
素
戔
鳴
尊
を
生
む
、
云
々
、
と
続
く
巻
一
。
巻
二

は
天
照
大
神
の
孫
で
あ
る
瓊
瓊
杵
尊
が
日
向
の
高
千
穂
峰
に
天
降
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
神
武
天
皇
に
至
る
ま
で
の
過
程
が
綴
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
歴
史
的
に
み
て
造
作
で
あ
る
か
否
か
に
固
執
す
る
学

者
は
多
く
い
る
が
、『
日
本
書
紀
』
編
者
に
と
っ
て
は
大
八
洲
国
の

統
治
者
が
神
代
か
ら
今
に
続
い
て
存
在
す
る
こ
と
を
系
図
で
示
す
点

が
重
要
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
の
読
者
に
と
っ
て
は
繁
雑
に
過

ぎ
る
物
語
の
神
々
相
互
を
分
か
り
や
す
く
罫
線
で
繫
ぐ
必
要
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。「
系
図
一
巻
」
は
神
代
巻
を
読
む
際
の
ツ
ー
ル
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
初
め
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
に
、
系
図
一
巻
と

い
う
巻
数
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
系
譜
が
収
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
や

は
り
こ
の
系
図
が
帝
皇
（
王
）
系
図
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
、
単
に
神
代
の
み
な
ら
ず
、
神
代
以
下
の
天
皇
系
図
を
含
む
系
図

で
あ
っ
た
と
思
惟
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
青
蓮
院
宮
は
こ
の
巻
物
の
冒

頭
部
分
を
見
開
い
て
、
神
代
系
図
の
称
を
表
題
と
す
る
よ
う
吉
田
家

に
求
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

系
図
一
巻
の
所
在
先
は
『
弘
仁
私
記
』
序
に
は
「
図
書
寮
」「
民

間
」
と
あ
っ
た
が
、
概
し
て
こ
れ
は
誤
っ
て
は
い
な
い
。
薗
田
香
融

は
民
間
と
は
具
体
的
に
は
貴
族
を
指
す
で
あ
ろ
う
、
と
予
測
し
た
が
、

そ
れ
ら
は
主
に
、
貴
族
や
寺
社
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
は
平
安
時
代
、
あ
る
い
は
鎌
倉
時
代

に
は
散
失
し
て
し
ま
っ
た
、
と
当
該
系
図
研
究
者
た
ち
に
い
わ
れ
て

き
た
が
、
本
日
記
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
末
期
に
い
ま
だ
伝

存
し
て
お
り
、
散
失
し
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
以
降
の
史
料
に
散
失
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
か
否
か
。

今
後
注
意
深
く
追
究
し
て
行
き
た
い
。

［
ニ
］　

小　

結

　

吉
田
兼
右
の
日
記
の
記
述
に
よ
っ
て
、
系
図
一
巻
が
神
代
か
ら
始

ま
る
系
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
想
い
起
こ
さ
れ
る

の
は
『
釈
日
本
紀
』
四
に
収
載
さ
れ
て
い
る
帝
皇
系
図
の
こ
と
で
あ

る
。
釈
紀
は
卜
部
兼
方
が
弘
安
九
（
一
二
八
六
）
年
か
ら
正
安
三

（
一
三
〇
一
）
年
に
か
け
て
著
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
吉

田
神
道
の
一
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
系
図
は
先
述
し
た
通
り
坂
本
太
郎

氏
に
よ
り
「
系
図
一
巻
」
と
は
異
な
る
と
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ

で
見
直
す
必
要
が
出
て
来
た
と
思
う
。

　

吉
田
家
伝
存
の
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
上
下
に
関
し
て
は
近
年
、
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国
宝
乾
元
本
が
影
写
本
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（（
（

。

　

本
書
修
補
の
こ
と
は
、
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
っ
て
『
兼
右
卿

記
』
天
文
三
年
八
月
八
日
条
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る（（
（

。

日
本
紀
修
補
了
、
此
本
兼
致
十
四
之
時
之
御
手
跡
也
於
御
点
神

光
院
殿
御
筆
也
、
此
上
巻
大
永
六
年
度
後
神
龍
院
殿
御
設
落
之

刻
、
紛
失
云
々
、
予
若
其
時
令
灰
燼
歟
ト
愁
歎
之
処
、
有
定
法

寺
、
去
月
二
十
六
日
被
返
了
、
祝
着
々
々
、
不
知
手
足
之
所
踏

者
也
、

�

（
大
永
六
年
は
一
五
二
六
年
、
筆
者
注
）

　

吉
田
兼
致
十
四
歳
の
時
の
御
手
跡
の
『
日
本
書
紀
』
が
そ
の
後
行

方
不
明
と
な
り
、
あ
る
い
は
灰
燼
に
帰
し
た
も
の
か
と
愁
歎
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
定
法
寺
に
有
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
返
却
さ

れ
た
と
い
う
。
こ
の
定
法
寺
は
青
蓮
院
門
跡
に
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ

る
（
（
（

。
や
は
り
吉
田
家
と
青
蓮
院
門
跡
が
『
日
本
書
紀
』
を
介
し
て
強

い
つ
な
が
り
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

私
は
、『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
に
し
ろ
、
先
述
の
『
養
老

律
』
に
し
ろ
、
書
写
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
い
つ
の
ま

に
か
伝
本
が
消
失
、
紛
失
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
書
物
へ
の
執

心
が
有
る
限
り
、「
日
本
書
紀
の
家
」
の
沽
券
に
か
け
て
こ
れ
を
伝

え
て
行
こ
う
と
す
る
、
吉
田
家
の
つ
よ
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
の
で

あ
る
。

（
1
）　

天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
2
・
3　

日
本
書
紀

乾
元
本
1
・
2
神
代
上
下
』
八
木
書
店
・
二
〇
一
五
年
。

（
2
）　

前
掲
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
五
四
号
。

（
3
）　

定
法
寺
と
い
う
寺
院
は
京
都
、
東
山
区
定
法
寺
町
に
あ
っ
た
天

台
宗
の
寺
院
で
、
青
蓮
院
門
跡
の
院
家
の
ひ
と
つ
。
青
蓮
院
門
跡

初
代
、
行
快
（
一
〇
九
七
～
一
一
五
五
）
の
創
建
に
な
る
。
元
は

最
勝
金
剛
院
（
東
福
寺
の
辺
り
）
の
中
に
有
っ
た
。
定
法
寺
町
の

地
名
が
青
蓮
院
門
跡
の
北
に
残
る
。
応
仁
の
乱
で
廃
絶
さ
れ
た
と

見
ら
れ
て
き
た
が
（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』）、
本
日
記
の
記
事
か

ら
廃
絶
さ
れ
た
の
は
少
な
く
と
も
天
文
三
年
八
月
以
降
で
あ
る
。


